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会         議        記         録 

会 議 の 名 

称 環境市民厚生常任委員会 
会議場所 第１委員会室 

担当職員 小野 

日 時 令和４年３月９日（水曜日） 
開 議  午後 １時２６分 

閉 議  午後 ２時５４分 

出席委員 ◎長澤 ○大塚 冨谷 平本 並河 三宅 竹田 西口 

理事者 

出席者 

 【環境先進都市推進部】 山内部長 

  [環境政策課] 大倉課長、綾野環境政策係長 

[環境クリーン推進課] 大西課長、西田施設担当課長 

 【市民生活部】 森川部長 

  [保険医療課] 西田国保給付係長、坂田国保料係長 

【こども未来部】 阿久根部長 

 [保育課] 中川課長 

事務局 小野主任 

傍聴者 市民 ０名 報道関係者 ０名 議員 ０名 

 
 

会  議  の  概  要 
 
 

１ 開議 

 

２ 事務局日程説明 

 

３ 議案審査 

 

[理事者入室] 市民生活部 

 

（１）第６９号議案 亀岡市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 

＜市民生活部長＞ 

（あいさつ） 

＜保険医療課国保料係長＞ 

（資料に基づき説明） 

～１３：３６ 

[質疑] 

＜並河委員＞ 

 対象者数は。 

＜市民生活部長＞ 

 対象は、令和３年１０月３１日時点で２８２世帯、１，０５７人である。 

 

[理事者退室] 市民生活部 

 

４ 討論～採決 
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[討論なし] 

 

[採決] 

第６９号議案  挙手 全員 可決 

 

５ 議会だよりの掲載事項について 

 

＜長澤委員長＞ 

 意見はあるか。 

＜並河委員＞ 

 国民健康保険条例の改正に伴い、子どもの均等割が半額になることは、新しい試み

であるため、広報してはどうか。 

＜長澤委員長＞ 

 保育士の処遇改善の事業を掲載してはどうか。 

＜長澤委員長＞ 

 国民健康保険料と保育士の処遇改善に関する内容を記事にする。具体的な内容につ

いて意見はあるか。 

（意見なし） 

＜長澤委員長＞ 

正副委員長に一任いただくこととしてよいか。 

―了― 

 

６ 行政報告 

 

（１）第３次亀岡市環境基本計画の策定について 

 

＜環境先進都市推進部長＞ 

（あいさつ） 

＜環境政策課長＞ 

（資料に基づき説明） 

～１３：５８ 

[質疑] 

＜西口委員＞ 

 亀岡市は、２０５０年に二酸化炭素の排出量をゼロにするという目標を掲げている

が、途中で計画を修正する必要はないのか。現状のとおり取り組んでいけば、達成

できるのか。 

＜環境政策課長＞ 

 環境基本計画は、１０年間の大まかな方向性を示したものである。委員指摘の内容

については、個別の計画の中で二酸化炭素排出実質ゼロを目指して取り組み、その

都度計画を修正しながら進めていくことになる。 

＜西口委員＞ 

 いつの時点で、どのぐらい成果が出ているのか確認するためにも、指数を設定した

ほうが進めやすいのではないか。 

＜環境先進都市推進部長＞ 

 資料に記載しているが、指標としては、国の基準に準じ平成２５年比で５０％削減
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という中間目標を設定している。 

＜大塚副委員長＞ 

 ごみの量を減らすことはできても、ごみがなくなることはない。特に埋立処分場の

延命はできても、いずれは処分できなくなるのではないか。 

＜環境先進都市推進部長＞ 

 徹底的にごみの排出量を減らし、市外での処理などの方法も考えていく必要がある。 

＜大塚副委員長＞ 

 焼却ごみも徹底的に減らすということであるが、具体策は。 

＜環境政策課長＞ 

 資源化や堆肥化という取組も進めていきたいと考えている。 

＜竹田委員＞ 

 近年、環境に関する考え方は加速的に変わってきているが、市の総合計画や京都府

の長いスパンの計画との整合は図れているのか。 

＜環境政策課長＞ 

 個別の施策を進めていく中で目標を掲げるが、基本計画に留まらず、進行管理の中

で状況に応じた施策を進めていきたい。 

 

 

（２）旧亀岡市若宮工場解体工事契約について 

 

＜環境クリーン推進課施設担当課長＞ 

（資料に基づき説明） 

～１４：３０ 

[質疑] 

＜並河委員＞ 

 跡地利用の計画はあるか。 

＜環境クリーン推進課施設担当課長＞ 

 都市計画道路並河運動公園線の整備が計画されており、敷地は分断される予定であ

る。跡地の周辺は、市街化調整区域であるとともに、過去の使用形態がし尿処理施

設であることから、当面の間は隣接する公益財団法人亀岡市環境事業公社が、バキ

ュームカーなどの車庫や社屋の用地として使用する予定である。将来的な計画は未

定である。 

＜三宅委員＞ 

 土壌を調査した結果、汚染されていることが発覚した場合、どのような契約でどの

ように対応するのか。 

＜環境クリーン推進課施設担当課長＞ 

 焼却炉からダイオキシンが検出された場合は、ダイオキシンの対策工事となる。土

壌汚染については、状況調査を行い、結果によっては土壌の撤去・入れ替えを行う

ことになる。土壌の撤去方法などについては、施工業者と協議し対応していきたい

と考えている。 

＜三宅委員＞ 

 今回の契約で汚染されたものが取り切れなかった場合、最後まで撤去するとなると

追加費用が発生するのか。 

＜環境クリーン推進課施設担当課長＞ 

 追加費用が発生した場合は、施工業者と協議の上、変更契約なども検討することに
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なると考えている。 

＜環境先進都市推進部長＞ 

 今回の工事は、「その１工事」として実施する。調査を行い、場合によっては変更

契約を行う必要があると考えている。最終的にくい抜き工事が必要となるため、そ

の工事を「その２工事」として実施する。 

 

[理事者退室] 環境先進都市推進部 

 

＜ 休 憩 １４：３６～１４：４１ ＞ 

 

[健康福祉部] こども未来部 

 

（３）保育所等の抗菌について 

 

＜こども未来部長＞ 

（あいさつ） 

＜保育課長＞ 

（資料に基づき説明） 

～１４：４４ 

[質疑] 

＜竹田委員＞ 

 効果の検証をしていただきたい。 

＜平本委員＞ 

 効果が切れた場合のことも考えて予算措置していただきたい。 

＜保育課長＞ 

 １回のコーティングで４年から５年間効果があるといわれている。時期を見て予算

を計上していきたい。 

＜竹田委員＞ 

 予算は残っているのか。 

＜こども未来部長＞ 

 Ｂｃｏｍｅ＋や子育て支援広場事業などを行っている事業者にも提供したため、予

算はない状態である。 

 

[理事者退室] こども未来部長 

 

 

７ その他 

 

＜長澤委員長＞ 

 次回の委員会は、４月２７日（水）午前１０時から行う。 

 

散会 ～１４：５４ 


